まつり縫いでつなぐ絆
長泉町立長泉中学校　一年　会田陽与里
　私は、好きなことは「好き！」と、すぐに言ってしまうタイプだ。「隠せない性格」というのが正しいのかもしれないが、本を読むのも好きだし、絵を描くのも好き。アニメを見るのも好き。それに音楽も好きで、中学では美術部と迷った末に吹奏楽部に入った。
「それ好きなんだよねー。」
と話すことで、
「わたしもー。」
と賛同してくれる人や、
「ヘー！そうなんだ。」
と否定することなく受け入れてくれる人ばかりで、中学に入ってすぐにたくさんの友達ができた。わたしは周りの友達に恵まれていると自負している。だからこそ、この本の主人公・針宮優人が、自分の「好き」を言えずにいたことが、ずっと苦しくて、本当に大変だったろうなと思った。
　『ぼくのまつり縫い』は、中学一年生の針宮優人が主人公。手芸屋さんに通っては巾着をつくっている。いわゆる「手芸男子」だ。以前からからかわれたことがあって、周りには内緒にしている。中学に入り、友達のカイトに誘われてサッカー部に入ったが、ひょんなことから手芸好きがカイトにばれてしまう。しかし、カイトは、
「服作れるなんてすげーじゃん。今度おれにもカッコイイ服作ってよ。」
と優人の趣味を受け入れ、さらには優人に自信をくれた。最後には友達や被服部の後押しや協力を得て、文化祭の発表会でドレスのファッションショ―を開くまでの物語だ。
　私は、（手芸男子？かわいいな。）と考え、手芸男子のことを気に入るような人間なので、「男なのに裁縫？」という考えがよく分からない。私のまわりは「女の子っぽい」「男の子っぽい」と言われて、やりたいことをがまんしている人は少なく感じる。知らないだけなのかもしれないが、多様性を尊重されながら子ども時代を育ってきた影響もあると思う。最近は世の中もそうなりつつあるが、いまだに固定観念は存在している。例えば「スーパーのレジと言えば、女性。」「こども園の先生と言えば、女性。」「トラックの運転手と言えば、男性。」「寺の住職と言えば、男性。」と、意識せずにイメージしてしまう。もちろん、どちらの性別のレジの人も、保育士も、トラックの運転手も、そして住職も存在している。それは分かるが、「女性○○」「男性○○」という言葉が存在している限り、そして、性差がある限り、その固定観念はなくせないのだと思う。優人はその代表のような存在だったと思う。本当はやってみたいのに、「まわりの目が気になる」というだけで、心にフタをしてしまう。それはとてももったいないと思う。きっと、優人は心の中で「男のくせに手芸なんて」と思っているから、人からもそう見られていると思い込んでいるのだと思う。優人自身こそが固定観念にこだわっているのだ。
　この物語のタイトルにもなっている「まつり縫い」がどんな縫い方か調べてみたら、目立たないけれど、しっかり縫いつける大切な縫い方だった。ズボンやスカートの裾を上げるときに使う縫い方らしい。私の制服のスカートもまつり縫いされていると母が言っていた。私は、この見えにくいけれどつながっている「まつり縫い」が、目立たないけれど、誰かを支えたり、心と心をつなげたりすることを意味している気がした。「縫う」という字も、糸へんに、逢うだ。つまり、この本は優人が手芸を通じて出逢った人たちと、「まつり縫い」のように、つながっているのだと思った。
　私はこれまで、自分の好きなことを自由に人に話してきたけれど、それができない優人のような人の気持ちにもっと寄りそえるようになりたいと思った。もしかしたら、まわりに優人のように「言いたいけれど言えない」と思っている人がいるかもしれない。そんなとき、「大丈夫だよ」と受け入れてあげられて、そっと声をかけられる人でいたい。優人のように、自分と向き合ってがんばっている人を、ちゃんと見つけられる自分でありたいと思った。男だから、女だから、そんなことでやりたいことをあきらめるのはもったいない。誰だって、自分の「好き」を大切にしたほうがいいと思う。それに、それをどんどん表にだせる社会になってほしい。私もこれから、自分の「好き」をもっと大切にして、たくさんの人とつながっていきたいと思った。

